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【目　 的】苦味受容機構 を解明する一環 として,
キニーネの苦味感受性 に対するhTAS2Rs遺伝子









する閾値 を調べ,正 常群 と高閾値群の2群 に分け
た。唾液中Histatin　5濃度の測定に使用する試料
は耳下腺唾液とし,酸味刺激下で久保木式採唾器
を用 いて採取 し,ELIsAにて濃度 を測定 した。
TAS2Rs遺伝子発現量の測定の試料は,舌 表層部
組織片とし,遠沈管のフランジ部分 を用いて葉状
乳頭部周辺を奥か ら手前に数回擦過 し採取 した。
組織片か らtotalRNAを抽出し,　RT-qPCRにて














　 よって,キ ニー ネによ る苦味 受容 において
T2R7が重要な働 きを担 ってい る可能性が示唆 さ







に相 関 がみ られた。in　vitroの研 究 にお いて,
TAS2Rsはオリゴマーを形成す るとい う報告があ
り,受容体遺伝子発現量に相関がみ られたことは,
これが関連 している可能性があると考えられた。
